
                                                                             

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

   

 

   

  

 

2010.10 Vol.95 

洋の東西を問わず、交易で栄えた地域は芸術活動も盛んでした。ル

ネサンス発祥の地となったイタリアのフィレンツェはその最も顕著な

例でしょう。フィレンツェは商業都市であったばかりでなく、肥沃な

土地に恵まれて農業も盛んでした。農業と芸術は密接な関係があって、

芸術の国フランスは紛れもない農業大国です。 

さて、石神の丘美術館のある岩手町に目を転じてみましょう。 

かつて岩手町の沼宮内は塩などの交易の宿場町として栄えました。

現在はその機能を失いましたが、今度は農業が大発展を遂げています。

つまり、芸術活動が盛んになる条件（交易、農業）を満たしてきたの

です。エコール・ド・エヌという美術団体が先駆けて誕生し、県北で

は唯一の美術館である石神の丘美術館を持つに至った風土がこの地に

はあったのです。 

こんにちでは美術館は美術愛好家だけのものではなく、地域の活性

化の拠点として期待され、まちづくりの中心的役割も担っています。 

たとえば、金沢市の 21 世紀美術館は、周辺のシャッター街と化して

きた商店街と協力することで、郊外に流れていった市民を中心部に引

き戻す働きをしました。 

世田谷区では、区立世田谷美術館までの住宅街の道路沿いに彫刻な

どのパブリックアートを展示するなど、美術館と地域住民が一体にな

った「まちづくり」を進めています。 

石神の丘美術館は岩手町の活性化の鍵を握っていると私は確信して

います。「隣の芝生は青く見える」の類の話かもしれませんが、県内の

他都市の人々から「岩手町にはいい美術館があって羨ましい」という

声を聞きます。繰り返しになりますが、美術館はそれを育む風土のな

いところにつくっても、結局はただのハコモノになってしまいます。

羨ましいという声の背景には、芸術的な風土を持つ岩手町に対する憧

憬や羨望の思いも込められているのです。 

金沢市や世田谷区とは人口規模などが異なりますので、同じことを

しようと思ってもできませんし、やっても無駄だと思いますが、学ぶ

べきことも少なくありません。金沢市や世田谷区では、地域住民がア

イデアを出し合って、美術館を盛り上げる活動を行ないました。結果

的にそれが地域を活性化することになっています。 

町民のみなさんにもそういう視点で石神の丘美術館について考えて

いただきたいと思っています。 
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芸術監督・斎藤 純のショートエッセイ   石神の丘から 18 

 

 

  美術館屋外展示場を散策していると、そちらこちらに栗やドン

グリが落ちていて、季節はすっかり秋なのだなと実感します。 

  先程までお日様が出てポカポカしていたのに、いつの間にかく

もり空へと変わり肌寒くなってきたり…。秋の空は変わりやすい

ですから、屋外展示場を散策される時は上着を 1枚お持ちにな

るといいかもしれませんね。 

  さて、好評開催中の「石神の丘アートウォーク 2010 いわての

現代美術と出会う、秋。」展では、展覧会に関連したワークショッ

プやアートウォークツアーなど様々なイベントを企画しています。 

芸術の秋、ご家族・恋人・ご友人同士で「現代美術」の楽しさ

に触れてみませんか？ 

いわての現代美術と出会う、秋。 

会    期：2010年 9月 4日(土)―10月 24日(日) 

開館時間：9:00～17:00（入場は 16:30まで） 

観覧料金：一般３００円/大･高生２００円/中学生以下無料 



  

 

  

    

 

   

   

 

 

  

  

  

    

 

 

 

 

   

 

  

 

 

 

【【関関連連イイベベンントト】】  
・アートウォークツアー ロングバージョン  10/11（月・祝） 10：00～ 

 《要申込/定員２０名程/参加費１,０００円（昼食、おやつ、観覧券代）》 
出品作家の話を聞きながら、美術館企画展示室・屋外展示場を散策します。 

ご当地グルメ「いわてまち焼きうどん」ランチを楽しんだ後、沼宮内大町周辺のマチ

ナカ展示を見学。ボランティアガイドの会の協力で、町の歴史や文化にもふれること

ができるスペシャルツアーです！ 

・ワークショップ 「フェルトで大きな輪をつくろう」講師：しもかわらさとこ 

10/17（日） 13：00～  《予約優先/定員１０名程/参加費無料》 
フェルトのはぎれをたくさんつないでみましょう。巨大なネックレスができる頃には、 

みんなの気持ちもつながっているかもしれません。 【美術館工房棟にて開催】 

・アートウォークツアー  10/24（日） 13：00～ 

 《参加希望者は当日美術館ホール集合/要観覧券》 
出品作家の話を聞きながら、美術館企画展示室・屋外展示場を散策します。 

・作家を囲んでのパーティ（石神の丘美術館友の会主催） 

 10/24（日） 15：00～  《要申込/参加費１,０００円（友の会会員８００円）》 

美術館隣接 道の駅／レストラン「石神の丘」情報 

このコーナーのお問合せ・ご予約は  道の駅「石神の丘」 TEL0195-61-1600まで 

秋のコース料理 
 

 

 

 

 

 

★食前酒ｏｒソフトドリンク★オードブル/鴨

のスモークオレンジ風味･サーモンのタルタ

ル青じそ風味･五色豆のムース仕立て★ス

ープ/きのこたっぷりオニオングラタンスー

プ★魚料理/本日のお魚のベニエ～赤と

緑の2色ソース★肉料理/やまと豚とリンゴ

のロースト～シャルキュティエールソース★

パン or ライス★サラダ★デザート/カボチャ

のプリン･ガトーショコラ･カシスシャーベット

盛合せ★コーヒーor紅茶ｏｒハーブティー    

3,500円（税込） 
※コース料理は予約制となっております 

上記 TELへ申し込みください 

ISHIGAMI ART WALK part3 

いわての現代美術と 

出会う、秋。 

2010. 9/4[土]～10/24[日] 

 

【次回の展覧会】  

三三三 上上上 亜亜亜 希希希 子子子 展展展    
イラストでみる岩泉町釜津田のくらし 

会    期：2010年 10月 30日(土)～11月 28日(日) 

開館時間：9:00～17:00(入場は 16:30まで) 

観覧料金：一般 300円/大･高生 200円/中学生以下無料 
***10/30(土)・31(日)は｢東北文化の日｣ により、観覧無料*** 

■三上亜希子さんのギャラリートーク：10/30(土)13:30～ 聴講無料 

■オープニングパーティ(友の会主催)：10/30(土)15:00～ 要予約/参加費１０００円 

  

10/9(土)、10(日)、11(月･祝) 

10:00～16:00 

会場：道の駅･イベント広場 

りりんんごごととききののここのの  

試試食食販販売売  
10/16（土）、17（日） 

10:00～15:00 

会場：道の駅･イベント広場 

ジョナゴールド、つがる、 

原木しいたけなど種類も豊富！ 

石神の丘美術館友の会主催 

室室室内内内楽楽楽ののの夕夕夕べべべ   

 
アアママデデウウスス・・アアンンササンンブブルル・・カカルルテテッットト  

鈴木 弘一（ヴァイオリン） 

小畠 茂隆（ヴィオラ） 

田中 雅弘（チェロ） 

鈴木 大介（ギター） 

10/14（木） 

午後５時３０分開演（午後５時開場） 
◆石神の丘美術館ギャラリーホール◆ 

チケット/一般￥1,000(友の会￥800) 

        高校生以下￥500 

石神の丘美術館 工房体験講座 
 

ドライフラワー教室  

参加者募集  
 

第 2回｢クリスマスのリース｣ 
 

 

日時:11/7(日) 
    10:00～12:00 

場所:美術館工房棟 

材料代:1,500円 

定 員:15名 
(予約制/先着順) 

指 導:花ちゃ花ちゃ工房 

   (町内ﾄﾞﾗｲﾌﾗﾜｰｻｰｸﾙ) 
 

 

◆申込･問合せ先◆ 

石神の丘美術館 電話(0195)62-1453 


